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                           資料２-２ 

 
監事の業務概要 

 
１．監事の職責 
  監事は、独立行政法人通則法（以下「通則法」という。）第 20 条第 2 項に

基づき、理事長と同様、主務大臣から任命された独立の機関として、国立研究

開発法人日本医療研究開発機構（以下「機構」という。）の業務を監査するこ

とにより、機構の健全な業務運営を確保し、社会的信頼に応える良質な機構の

統治体制の確立に資する責務を負う。 
 
２．業務監査 
  監事は、以下の手続きを実施することにより、機構の業務を監査する。 
（１）中長期目標等及び中長期計画等に基づき実施される業務の監査 
（２）理事長の意思決定の状況の監査 
（３）内部統制システムの構築・運用状況の監査 

 
３．会計監査 
  監事は、事業年度を通じて機構の業務を監査することにより、主務大臣に提

出する財務諸表が、機構の財政状況、運営状況、キャッシュ・フローの状況及

び行政サービス実施コストの状況を適正に表示しているかどうかについて検

証する。 
  また、機構は会計監査人設置法人であるので、監事は、会計監査の適正性及

び信頼性を確保するため、会計監査人が独立の立場を保持し、適切な監査を実

施しているかを監視及び検討するとともに、会計監査人から会計監査報告を

受領し、会計監査上の重要事項について説明を求め、会計監査の実効性を確保

するための体制の確認を行う。 
 
４．監査の方法 
（１）監事は、監査方針、監査項目、監査方法、監査実施時期等について、年間

の監査計画を作成する。 
（２）監事は、業務運営状況を把握するため、理事会議その他重要な会議に出席

し、必要に応じ意見を述べる。 
（３）監事は、理事長その他役職員及び会計監査人と監査について、適宜、意見

交換を行う。 
（４）監事は、内部監査部門、業績評価部門及び内部統制機能を所管する部署と
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緊密な連携を保ち、組織的かつ効率的な監査を実施する。 
（５）監事は、業務運営に関する文書の回付を受けるとともに、通則法第 19 条

第 6 項に基づき主務大臣に提出する書類について調査を行う。 
 
５．監査の報告 
（１）監事は、監査の方法及び結果を正確かつ明瞭に記載した監査報告を作成し、

理事長及び主務大臣に提出するとともに、その内容について説明を行う。 
   監査報告は、機構のホームページにて公表を行っている。 
（２）監事の監査報告には、次に掲げる事項を記載することになっている。 
   ① 監査の方法及びその内容 
   ② 監査の結果 
   １）機構の業務が、法令等に従い適正に実施されているかどうか及び中長

期目標の着実な達成に向け効果的かつ効率的に実施されているかどう

かについての意見 
   ２）機構の内部統制システムの整備及び運用についての意見 
   ３）機構の役員の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令等に違反する重

大な事実があったときは、その事実 
   ４）財務諸表等についての意見 
   ５）事業報告書についての意見 
   ③ 独立行政法人改革等に関する基本的な方針等過去の閣議決定において

定められた監査事項についての意見 
   １）給与水準の状況 
   ２）随意契約の適正化を含めた入札・契約の状況 
   ３）理事長の報酬水準の妥当性 
   ４）保有資産の見直し 
（３）平成 29 事業年度の監事監査報告は別添のとおりであり、監査の結果、全

体として全て適正との意見をいただいている。 






